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デジタル変革の波が知的財産分野にも押し寄せる中、生成 AI と DeepResearch 技術を活用
した IP ランドスケープは、企業の経営戦略・事業戦略立案において革新的な価値を創出し
ています。本レポートでは、知財部門および経営層向けに、これらの最新技術がもたらす具
体的な貢献と導入指針を詳述します。 
生成 AI を活用した IP ランドスケープの最大の特徴は、従来の「守りの知財」から「攻めの
知財活用」への転換を促進することです。Felo AI1 の調査によると、特許調査・分析業務で
は従来手作業で限界のあった数千件規模の文献調査が、AI 活用により数万件規模の処理を
短時間で実現できるようになっています。 
経営インパクトの観点では、日本企業での導入事例において yorozuipsc.com2 特許出願依頼
文作成時間の 90%削減、商標業務負担の 3 分の 1 削減といった劇的な効率化が実現されて
います。これらの時間短縮により創出された余力は、より戦略的な知財活動へのリソース配
分を可能にしています。 
投資対効果の測定については、kantei.go.jp3 内閣府の事例集において、IRR（内部収益率）
や ROIC 逆ツリーを用いた評価手法が示されており、無形資産投資の価値を定量的に把握
する枠組みが整備されつつあります。 
将来展望として、Yorozu IP SC42025 年の日本企業知財部門は、AI 協働による価値創造能
力を核とした組織へと変貌を遂げると予測されています。本レポートは、この変革期におい
て知財部門と経営層が取るべき戦略的アプローチを体系的に提示します。 

1. IP ランドスケープの基本概念と生成 AI・DeepResearch の役割 

1.1 IP ランドスケープの定義と進化 
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IP ランドスケープ（Intellectual Property Landscape：IPL）は、日本国特許庁 5 の定義によ
ると、「経営戦略又は事業戦略の立案に際し、経営・事業情報に知財情報を組込んだ分析を
実施し、その分析結果（現状の俯瞰・将来展望等）を経営陣・事業責任者に提示する取組み」
とされています。 
従来の IP ランドスケープは主に特許情報の可視化や競合分析にとどまっていましたが、生
成 AI の登場により、その範囲と深度が劇的に拡張されています。大和総研 6 の分析では、
AI 時代の知的財産戦略において「データ分析を軸とする IP ランドスケープがより進化し
て、経営戦略上の重要テーマになる」と指摘されています。 
この進化の核心は、知的財産情報と市場動向、技術トレンド、個別企業分析、市場シェア、
アライアンス情報などを統合的に分析し、開発戦略、事業戦略、組織戦略といった経営戦略
全体への貢献を可能にする点にあります。 

1.2 生成 AI がもたらす革新的価値 

生成 AI の IP ランドスケープへの活用は、Felo AI1 によると、主に 3 つの領域で革新をも
たらしています。 
特許調査・分析の効率化では、大量の特許文献や学術論文を短時間で読み解き、関連性の高
い情報を抽出・要約することで調査・分析業務を大幅に効率化しています。具体的には、特
許検索式の作成支援、特許分類の自動付与、技術トレンドの可視化などが実現されています。 
新規用途探索と競合分析においては、既存技術の新たな応用可能性の発見や競合他社の技
術開発動向の把握に加え、SNS データなどのリアルタイム情報を分析に取り入れることで、
市場の潜在的なニーズや技術課題を早期に特定することが可能になっています。 
レポート作成支援と翻訳業務では、IP ランドスケープの分析結果をまとめたレポート作成
において図表の自動生成や分析結果に基づいた考察の提案が可能となり、グローバルな特
許情報を扱う翻訳業務においても AI 翻訳ソリューションが時間とコストの削減、多言語対
応の実現に貢献しています。 

1.3 DeepResearch の特徴と従来手法との差別化 

DeepResearch 手法は、従来の表層的な情報収集とは異なり、複数の情報源を横断して深層
的な洞察を抽出する手法です。ソフトバンク 7 の解説によると、最新の学術論文や技術ト
レンド、特許情報の収集・要約において、AI やブロックチェーンなどの最新研究動向を調
べ、技術戦略や研究計画の立案に活用することが可能になっています。 
この手法の特徴は、単なる情報の集約にとどまらず、情報間の関連性や潜在的なパターンを
発見し、将来予測やシナリオ分析に活用できる点にあります。従来の人手による調査では見
落としがちな微細な変化や異分野間の技術融合トレンドも捉えることができるため、より
包括的で先見性のある分析が実現されています。 
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2. 経営戦略・事業戦略への具体的貢献 

2.1 意思決定スピードの向上と精度向上 

生成 AI を活用した IP ランドスケープは、経営陣の意思決定プロセスに革新的な変化をも
たらしています。Felo AI1 の調査によると、迅速な情報分析により経営判断のスピード向上
に貢献し、人間では見過ごしがちなパターンや関連性を発見することで、新たなビジネスチ
ャンスや技術トレンドの特定につながる可能性が高まっています。 
特に注目すべきは、従来数週間から数ヶ月を要していた包括的な競合分析や技術動向調査
が、AI 活用により数日から数週間で完了できるようになったことです。この時間短縮によ
り、市場機会の早期発見や競合の動きへの迅速な対応が可能となり、競争優位性の獲得に直
結しています。 

2.2 新規事業開発と投資戦略への貢献 

IP ランドスケープを活用した新規事業開発においては、大和総研 6 の分析が示すように、
技術開発の方向性や競争環境の変化を予測することで、より客観的でデータに基づいた事
業戦略の策定が可能になっています。 
具体的には、AI が示唆する新たな技術領域や市場ニーズに基づき、研究開発投資の重点分
野を特定したり、M&A やアライアンスの検討材料を提供することで、事業戦略と整合性の
高い知財戦略を推進することができます。また、知財ポートフォリオの最適化においても、
保有する特許の価値や活用可能性を評価し、不要な特許の放棄やライセンス供与などの提
案を行うことで、知財ポートフォリオ全体の効率性を高めることができます。 

2.3 競争優位性の確保と差別化戦略 

旭化成8の事例では、IPランドスケープを活用して自社が持つ事業ポートフォリオも含め、
徹底した競合との情報比較から自社が優位な位置付けにある点を示し、経営陣に対する戦
略提案を行っています。このアプローチにより、単なる技術比較を超えて、事業全体の競争
ポジションを客観的に把握し、差別化戦略の立案に活用しています。 
競争優位性の確保においては、IP ランドスケープが「競争優位を作るための知財情報有効
活用」という本質的な価値を発揮します。innovest.jp9 の解説によると、重要なのは意思決
定の主体が技術部門・技術者や経営者であることを認識し、知財部門は彼らの意思決定を支
援する役割に徹することです。 

3. 導入効果と ROI 測定 

3.1 具体的な効率化成果 
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日本企業における生成 AI 活用の具体的成果は、劇的な業務効率化として現れています。
yorozuipsc.com2 の調査によると、以下のような顕著な改善が報告されています。 
特許業務における時間短縮効果では、ChatGPT-4o 搭載の「生成 AI Plus」を活用した企業
において、従来約 15 時間を要していた弁理士への出願依頼文作成と簡易特許調査が 1〜2
時間で完了するようになり、約 90%の時間削減を実現しています。また、株式会社 AI 
Samurai の「AI 特許作成」では、要約・請求項・明細書を約 3 分で生成し、従来数時間か
ら十数時間を要していた作業を分単位に短縮しています。 
商標業務における効率化では、弁理士法人白坂の事例において、ChatGPT を活用した商標
登録情報の検索・まとめ作業の自動化により、業務負担を従来の約 3 分の 1 に削減し、初
回無料面談時間を 15 分に短縮することで、約半年で 100 社近い新規顧客獲得という成果を
上げています。 

3.2 ROI 測定手法と評価指標 

知財・無形資産投資の ROI 測定については、kantei.go.jp3 内閣府の事例集において、複数
の評価手法が示されています。 
IRR（内部収益率）による評価では、スタートアップや共創投資など外部ベンチャーへの投
資案件において、投資効率を評価し、目標投資額、投資先社数、上場見込みと合わせて開示
する手法が採用されています。丸井グループの事例では、このアプローチにより投資の透明
性と説明責任を確保しています。 
ROIC 逆ツリーによる貢献度可視化では、オムロンの事例において、企業全体の ROIC（投
下資本利益率）への知財投資のインパクトを現場 KPI に紐付けることで、研究開発費や設
備投資などの投入が具体的にどの成果を生み出し、最終的に ROIC 改善につながるかを示
しています。 
将来成長性の定量化については、現在の ROIC が測る財務価値だけでなく、将来の成長を
牽引する無形資産の価値を見える化する取り組みが進められており、特許件数、商標件数、
R&D 投資額などの量的指標と企業価値・収益との相関を統計的に検証し、遅延浸透効果も
考慮した評価が行われています。 

3.3 コスト削減効果の定量化 

生成 AI の導入によるコスト削減効果は、直接的な人件費削減だけでなく、機会費用の削減
や品質向上による間接的効果も含めて評価する必要があります。Felo AI1 の分析によると、
大量の情報処理を自動化し、時間とコストを大幅に削減することで、知財部門のリソースを
より付加価値の高い戦略的業務に集中させることが可能になっています。 
翻訳業務においても、AI 翻訳ソリューションの活用により、多言語対応の実現と翻訳コス
トの削減が同時に達成されており、グローバル展開を進める企業にとって大きな経済的メ
リットをもたらしています。 
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4. 実装方法と組織体制 

4.1 段階的導入アプローチ 

IP ランドスケープの成功的な実装には、段階的なアプローチが重要です。日本国特許庁 5
のガイドブックでは、成功体験を重ねて他部門及び経営層に IP ランドスケープのメリット
を感じてもらうことの重要性が強調されています。 
第 1 段階：パイロットプロジェクトでは、限定的な分野や課題に対して IP ランドスケープ
を適用し、明確な成果を示すことから始めます。この段階では、既存の分析能力を活用しな
がら、生成 AI ツールを部分的に導入して効果を検証します。 
第 2 段階：組織横断連携において、パイロットプロジェクトの成果を基に、知財部門と経営
層・他部門との連携体制を構築します。京セラ 10 の事例では、事業に関わる各部門が IP ラ
ンドスケープを共通言語として会話し、知財戦略が組み込まれた事業戦略をそれぞれの立
場から実行することを理想としています。 
第 3 段階：全社展開では、成功事例を全社に水平展開し、IP ランドスケープを企業の標準
的な意思決定プロセスに組み込みます。この段階では、生成 AI ツールの本格導入と、それ
に対応した人材育成・組織体制の整備が必要になります。 

4.2 知財部門と経営層の連携強化 

効果的な IP ランドスケープの実現には、知財部門と経営層の密接な連携が不可欠です。日
本国特許庁 5 の調査研究では、知財部門と経営層との連携のあり方について詳細な分析が
行われています。 
経営課題の明確化においては、IP ランドスケープの実践方法として、経営者・事業責任者
に対して「現状抱えている課題」や「会社の将来像」についてヒアリングする機会を得るこ
とが重要であるとされています。これにより、知財分析が経営課題に直結し、実用性の高い
洞察を提供できるようになります。 
コミュニケーション手法の改善では、技術的な詳細よりも経営インパクトに焦点を当てた
報告形式の採用が重要です。生成 AI によって作成される分析結果も、経営陣が理解しやす
い形式でプレゼンテーションし、意思決定に直結する提案として構成する必要があります。 

4.3 組織体制とガバナンス 

IP ランドスケープの組織体制については、日本知的財産学会 11 の研究によると、IP ラン
ドスケープを実行する専門部門を設け、特許担当、調査担当と連携し知財活動を進める企業
が増えると予測されています。 
専門組織の設置では、ダイセルの部門横断組織や塩野義の事例のように、既存の知財部門と
は独立した IP ランドスケープ専門チームを設置し、全社的な視点から分析・提案を行う体
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制が効果的とされています。 
スキルセットの定義においては、従来の知財専門知識に加えて、データ分析能力、ビジネス
理解力、プレゼンテーション能力が重要なコンピテンシーとして位置づけられています。生
成 AI ツールの活用スキルも必須の要素となりつつあります。 

5. 業界別活用動向と成功事例 

5.1 製造業における展開 

製造業では、IP ランドスケープの活用が最も進んでいる分野の一つです。特許庁 12 の調査
によると、化学メーカーや化学、化粧品、医薬に付随する製造業、MI（Materials Informatics）・
データドリブン型の研究開発活動が活発化している業界で IPランドスケープの活用が顕著
になっています。 
自動車産業では、電動化技術や ADAS（先進運転支援システム）などの新技術領域におい
て、IP ランドスケープを活用した技術戦略の立案が行われています. 特に、異業種からの新
規参入が活発な分野において、従来の競合分析を超えた包括的な競争環境の把握が重要に
なっています。 
電子・IT 機器製造業においては、技術融合が進む中で、自社の技術領域を超えた広範囲な
特許情報の分析が求められており、生成 AI の活用により従来困難だった異分野技術との関
連性分析が可能になっています。 

5.2 化学・材料産業での先進事例 

化学・材料産業は、IP ランドスケープ活用の先駆的な分野として位置づけられています。
旭化成 8 では、IP ランドスケープ実践において徹底した競合との情報比較から自社の優位
な位置付けを示し、経営陣への戦略提案を行っています。 
材料開発における活用では、新材料の開発において、特許情報と市場ニーズを統合的に分析
することで、開発の方向性と市場投入タイミングを最適化しています。生成 AI の活用によ
り、従来見落としがちだった用途開発や応用分野の発見も可能になっています。 
サステナビリティ戦略においては、環境規制の動向と技術開発トレンドを組み合わせて分
析することで、将来の規制変化に先手を打った技術開発戦略の立案が行われています。 

5.3 IT・ソフトウェア産業の特徴 

IT・ソフトウェア産業では、技術変化のスピードが速いため、リアルタイムでの情報更新と
分析が重要になります。yorozuipsc.com13 の調査によると、生成 AI の活用により、様々な
側面で IP ランドスケープの高度化が進んでいます。 
オープンソース戦略では、オープンソースソフトウェアの動向と特許情報を組み合わせて
分析することで、知財リスクの回避と戦略的なオープンソース活用の両立が図られていま
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す。 
プラットフォーム戦略においては、エコシステム全体の特許状況を把握し、自社のプラット
フォーム戦略に必要な知財ポートフォリオの構築指針を策定する際に IPランドスケープが
活用されています。 

6. 導入時の課題と解決策 

6.1 技術的課題への対応 

生成 AI 活用 IP ランドスケープの導入において、技術的課題は避けて通れない重要な論点
です。yorozuipsc.com2 の調査では、主要な技術的課題として以下が特定されています。 
データの質と量の問題では、生成 AI の精度は学習に用いるデータの質と量に大きく依存す
るため、質の高いデータを大量に収集・整備することが重要となります。解決策として、既
存の特許データベースとの連携強化、データクレンジングプロセスの自動化、継続的なデー
タ品質モニタリングシステムの構築が推奨されています。 
AI のブラックボックス化については、複雑なアルゴリズムで動作するため判断根拠が不明
確な場合があります。この課題に対しては、説明可能 AI（XAI）技術の導入、複数の AI モ
デルによる結果検証、人間の専門家による結果の妥当性評価プロセスの確立が有効とされ
ています。 

6.2 組織的課題と人材育成 

組織的課題は技術的課題以上に複雑で、長期的な取り組みが必要な領域です。Yorozu IP SC4
の予測によると、2025 年の知財担当者に求められるスキルは大きく変化し、AI 協働による
価値創造能力が核となります。 
既存人材のスキル転換では、従来の知財業務経験者に対して、AI 出力の妥当性評価力、AI
と協働して戦略やアイデアを創出する能力、部門横断コミュニケーション力の習得が求め
られています。解決策として、段階的な研修プログラムの実施、OJT による実践的スキル
習得、外部専門家との協働プロジェクトの実行が効果的です。 
組織文化の変革においては、従来の「守りの知財」から「攻めの知財」への意識転換が必要
です。成功事例の共有、経営層からのメッセージ発信、評価制度の見直しなどを通じて、組
織全体の理解と協力を促進することが重要です。 

6.3 倫理的・法的課題への対処 

生成 AI の利用に伴う倫理的・法的課題も重要な考慮事項です。yorozuipsc.com2 の分析で
は、著作権侵害やプライバシー侵害などの倫理的問題への適切な対策が必要とされていま
す。 
著作権・知財権侵害リスクについては、AI が学習データとして使用する情報の権利関係を
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明確にし、生成される内容が既存の知的財産権を侵害しないよう配慮する必要があります。
解決策として、利用データの権利クリアランス、生成内容の類似性チェック、法務部門との
連携強化が推奨されています。 
データプライバシーでは、企業の機密情報や個人情報が AI システムで適切に保護されるこ
とを確保する必要があります。セキュアな学習環境の構築、データの匿名化処理、アクセス
権限の厳格な管理などの対策が必要です。 

7. 将来展望と推奨事項 

7.1 2025 年の知財業務変革 

Yorozu IP SC4 の予測によると、2025 年の日本企業知財部門は生成 AI によって根本的な変
貌を遂げることが予想されています。 
特許業務の完全自動化では、発明創出支援から権利化プロセスまでの大部分が AI 化され、
人間の創造性と AI の処理能力を組み合わせた新しい発明創出モデルが確立されます。AI が
技術文献や市場動向を解析し、新規発明シーズの提案から特許調査、明細書ドラフト、拒絶
理由対応までを自動化・効率化することで、知財担当者はより戦略的な判断に集中できるよ
うになります。 
商標・意匠業務の創造性拡張においては、AI による類似商標調査だけでなく、消費者の連
想や感情的反応まで踏み込んだ包括的な分析が可能になります。AI 生成デザイン案による
意匠開発支援により、従来の人間の創造力を大幅に超えた多様性とクオリティを持つ知的
財産の創出が実現されます。 

7.2 技術発展の方向性 

生成 AI 技術の発展は、知財分野において以下の方向性で進化すると予測されています。 
マルチモーダル AI の普及により、テキストだけでなく、図面、画像、音声などの多様な形
式の情報を統合的に処理し、より包括的な分析が可能になります。特許図面の自動解析や技
術的特徴の視覚的把握が大幅に向上し、従来困難だった意匠や技術の類似性判断が高精度
で実現されます。 
リアルタイム分析能力の向上により、市場動向や競合他社の動きをリアルタイムで監視し、
戦略的対応のタイミングを最適化することが可能になります。SNS データや業界ニュース、
特許出願情報などを統合してリアルタイム分析し、事業機会や脅威を早期に発見できるよ
うになります。 

7.3 組織・人材戦略の推奨事項 

将来を見据えた組織・人材戦略として、以下の推奨事項を提示します。 
AI ネイティブ人材の育成では、生成 AI を単なるツールとして使うのではなく、AI と協働
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して新たな価値を創造できる人材の育成が急務です。技術理解力、データ分析力、戦略的思
考力、コミュニケーション力を総合的に身につけた「AI 協働型知財専門家」の育成プログ
ラムの確立が必要です。 
**部門横断型組織 

 
Appendix: Supplementary Video Resources 

 
【完全版】OpenAI Deep Research の使い方 7 選！【経営者 ... 
Mar 12, 2025 

 
【IP ランドスケープ概論】中小企業等におすすめ！知財情報を ... 
Dec 16, 2024 

 
【調査】生成 AI で自社のマーケティング分析・競合比較？噂の ... 
Apr 9, 2025 
もっと詳しく 
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